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75％

線量最適化のための線量指標

診断参考レベル

2020年に改訂（DRLs２０２０）
：対象内容の充実・基準値の見直しを行った

DRL（Diagnostic Reference Level）
２０１５年 国内初の診断参考レベル（DRLs2015）が発表された。



診断参考レベル2020 CT検査の基準値
DRLs2020
DLP(mGy・cmm)

頭部単純 1350

胸部1相 510

胸部～骨盤１相 1200

上腹部～骨盤１相 880

肝ダイナミック 2100

冠動脈 1300

肺血栓 2600

外傷全身CT 5800

プロトコール

全国ではこの基準値を大きく超えないことが線量管理の基本となる。



AGMCの被ばく線量管理
診断参考レベル（DRLs2020）は全国を対象とした基準値である。

先進医療を担う公的医療機関である当院にはより厳しい基準値が必要
である。

過去3ヶ月分の検査データを解析し、各検査の中央値をAGMCの基準
線量とする。

当院にはハイスペックなCT装置が導入されている



中央値（ちょうど真ん中の値）

（1例）

過去3ヶ月分の胸部～骨盤プロトコルの線
量データを順に並べ、ちょうど真ん中の線
量が中央値

中央値を基本にAGMC基準値を決定。



AGMCの基準値（CT）

AGMC基準値を大きく超えないことを線量管理の基本とする

AGMC　基準値 DRLs2020
DLP(mGy・cmm) DLP(mGy・cmm)

頭部単純 1100 1350

胸部1相 400 510

胸部～骨盤１相 1000 1200

上腹部～骨盤１相 800 880

肝ダイナミック 2000 2100

冠動脈 1100 1300

肺血栓 2200 2600

外傷全身CT 5600 5800

プロトコール



今後の活動

• 線量管理ソフトを使用した被ばく線量分析
• 線量最適化を目的とした活動

毎日の監視作業

線量超過検査に対する追跡調査

装置間の線量比較

プロトコールの見直し

・定期的な線量管理会議の開催

・定期的な基準線量の見直し


